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研究成果の概要（和文）：本研究では、あくび伝染の個人差と気質・性格要因の関係を検討した。その結果、あ
くびの伝染頻度は、「外向性」「自己志向性」ならびに「情動伝染」と正の関係が認められ、「報酬依存」なら
びに「誠実性」と負の関係が認められた。以上の結果から、共感性に関わる要因があくび伝染を促進させる作用
（情動伝染）だけでなく、抑制させる作用（報酬依存）も有する可能性が示された。さらに、他者への興味関心
の強さ（外向性）に加えて、自己への興味関心の強さ（自己志向性）もまたあくび伝染を促進させる可能性も示
唆された。

研究成果の概要（英文）：In this research, I examined the relation between individual differences in 
contagious yawning and temperament-personality factors. Results revealed that contagious yawning 
frequency is positively associated with “Extraversion”, “Self-Directedness” and “emotion 
contagion”, and is negatively associated with “Conscientiousness” and “Reward-Dependence”. 
These results suggested that factors as empathy do not only have a facilitating effect (emotion 
contagion), but also inhibitory effect (Reward-Dependence) on contagious yawning. Furthermore, the 
results showed that in addition to interest to others (Extraversion), interest to self 
(Self-Directedness) also facilitates contagious yawning.

研究分野：認知心理学
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様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	

１．研究開始当初の背景  
	 他者のあくびによって誘発される「あくび
伝染」に関しては近年、興味深い知見が報告
され始めている。たとえば、自閉症児（e.g., 
Senju et al., 2007）やサイコパス傾向の高い人
（Rundle et al., 2015）ではあくび伝染が生じ
にくいことなどが報告されている。また、比
較心理学的研究においては、大型類人猿やイ
ヌなど、社会性を持つヒト以外の動物でもあ
くび伝染が生じることが明らかとなってい
る（ex. Anderson et al, 2004）。以上のような知
見から、あくび伝染は共感性や社会性が関わ
った現象であると考えられている（Platek et 
al., 2003）。しかし、これらの知見と一致しな
い報告もあり、あくび伝染の規定因や発生機
序を説明する統合的なモデルはいまだ確立
されているとは言い難い。 
	 あくび伝染は生理的要因だけでなく、心理
的要因にも強く規定されている可能性が高
いことから、あくび伝染の規定因の解明には、
気質・性格要因との関係の検討が有効と考え
られる。しかし、あくび伝染と関連のある気
質・性格要因について包括的に検討した知見
は、これまでほとんど見当たらなかった。 
 
２．研究の目的  
	 本研究では、あくび伝染の生じやすさの個
人差と気質・性格要因の関係を検討するため、
以下の観点について実験的に検証する。 
（1）現在、性格研究において主流となって
いる「特性５因子モデル」とあくび伝染の
関係について検討する（研究１）。 

（2）後天的に形成される「性格要因」に加
えて、先天的に規定された「気質要因」と
あくび伝染の関係についても検討する。さ
らに、他者の感情表出に対する感受性の高
さを示す「情動伝染傾向」との関係につい
ても併せて検討する（研究２、３）。 

 
３．研究の方法  
研究１：あくび伝染と特性５因子 
	 あくび伝染と特性５因子の関係を検討し
た。具体的には、あくび誘発手続きとしてあ
くび顔を想像させる手法を用い、特性５因子
尺度として NEO-FFIを用いて検証した。 
実験参加者：大学生 269名（男 125、女 144）。 
手続き：数回に分け、以下の手順で集団型実
験を実施した。 
（1）性別、年齢、直近の睡眠時間、および
起床後の経過時間について回答を求めた。 

（2）親しい人物１名の「真顔」を３分間、
閉眼状態で想像させ、その間に生じたあく
び頻度の記録を求めた（統制条件）。 

（3）同じ人物の「あくび顔」を３分間、閉
眼状態で想像させ、その間に生じたあくび
頻度の記録を求めた（あくび条件）。 

	  なお、参加者の約半数では、２条件の実
施順序を入れ替え、順序効果を相殺した。 

（4）神経症傾向、外向性、開放性、調和性、

誠実性からなる日本語版 NEO-FFI（下仲 
他, 1999）への回答を求めた。 

 
研究２：あくび伝染と気質・性格、情動伝染 
	 先天的な気質要因と後天的な性格要因、な
らびに情動伝染傾向とあくび伝染の生じや
すさの関係を検討した。具体的には、あくび
音声を用いたあくび誘発手続きを採用し、心
理尺度として気質４因子（新奇性追求、損害
回避、報酬依存、固執）と性格３因子（自己
志向、協調志向、自己超越）から構成される
Cloningerの TCI-R（Temperament and Character 
Inventory-Revised）、ならびに情動伝染尺度を
用いて検証した。 
実験協力者：大学生 86名（男 43、女 43）。 
刺激：あくび音声刺激として、男女５名ずつ
計 10名のあくび音声を用いた（平均 7.7秒）。
また統制刺激として、各あくび刺激の音声を
300msごとに分け、時間的に反転させてつな
ぎ直した刺激 10個を用いた。 
手続き：数回に分け、以下の手順で集団型実
験を実施した。 
（1）性別、年齢、直近の睡眠時間、起床後
の経過時間ならびに現在の主観的眠気に
ついて回答を求めた。 

（2）閉眼状態で、あくび刺激をランダムな
順で３分間呈示し、その間のあくび頻度の
記録を求めた（あくび条件）。 

（3）閉眼状態で、統制刺激を３分間呈示し、
その間のあくび頻度の記録を求めた（統制
条件）。２条件の実施順序は相殺した。 

（4）日本語版 TCI-R（木島, 2008）、ならびに
日本語版情動伝染尺度（木村 他, 2007）へ
の回答を求めた。 

 
研究３：あくび伝染と気質・性格、情動伝染

の追加検討 
	 あくび伝染と気質・性格、情動伝染傾向の
関係について追加検討を行った。具体的には、
研究２のあくび音声によるあくび誘発とは
別の手続き（あくび顔の想像）を用いた実験
を行った。さらに、そのデータを研究２のデ
ータと統合し再分析することで、あくび誘発
手続きに依存しない、あくび伝染と気質・性
格、情動伝染傾向の関係を検討した。 
実験参加者：大学生 70名（男 38、女 32）。 
手続き：あくび誘発手続きとして、研究１の
あくび顔想像手続きを用いた点を除き、研究
２と同じ手続きで実験を行った。 
 
４．研究成果  
研究１：あくび伝染と特性５因子 
	 まず、あくび伝染の生起を確認するため、
Wilcoxonの符号順位検定を用いて、統制条件
とあくび条件の間であくび頻度を比較した。
その結果、統制条件（M=0.6）よりも、あく
び条件（M=1.3）のほうがあくび頻度は有意
に多かった（S(268) = 4273.0, p< .0001, r=0.52）。
したがって、知人のあくび顔を想像すること
で、あくび伝染が生じていた（図１）。 



図１ 各条件でのあくび頻度分布（研究１） 
 
	 次に、あくび伝染と関連のある変数を特定
するため、一般化線形モデルによる分析を行
った。従属変数はあくび伝染頻度（あくび条
件でのあくび頻度）、説明変数は統制条件で
のあくび頻度、NEO-FFIの各得点（神経症傾
向、外向性、開放性、調和性、誠実性）、睡
眠時間、ならび起床後の経過時間であった。 
	 分析の結果、あくび伝染頻度に対して、「統
制条件でのあくび頻度」ならびに「外向性」
が正の関係を、「誠実性」が負の関係をそれ
ぞれ有意に示していた（表１）。それ以外の
変数の効果はいずれも有意ではなかった。 
 
表１ あくび伝染頻度と NEO-FFI、睡眠時間、

起床後の経過時間の関係（研究１） 

	  
	 研究１では、外向性が高く、誠実性が低い
人ほど、あくび伝染が生じやすいことが示さ
れた。その一方で、（共感性に関わる）調和
性の効果は有意ではなかった。 
	 以上の結果から、これまで示唆されてきた
ような共感性（調和性）よりも、むしろ他者
への興味関心の強さ（外向性）のほうが、あ
くび伝染に関与している可能性が示された。
自閉症児は健常児に比べてあくび伝染が生
じにくい傾向にあるが、あくび顔に注意を向
けさせた条件下では、健常児と同程度になる
ことが報告されている（Senju et al., 2009）。
このような知見からも、他者に対する興味関
心の強さが、あくびの伝染しやすさに関与し
ている可能性は高い。 
	 また、誠実性が低い人は、あくびという生
理的衝動を抑制するのが苦手なため、結果的

にあくび伝染が生じやすいと推察される。 
	 さらに、統制条件とあくび条件でのあくび
頻度に強い正の関係があることから、あくび
の生じやすさの個人差には、状況に依存しな
い安定性があると考えられる。 
 
研究２：あくび伝染と気質・性格、情動伝染 
	 統制条件（M=0.5）とあくび条件（M=0.6）
の間であくび頻度を比較したが、有意差は認
められなかった。あくび音声手続きは、研究
１で用いたあくび顔想像手続きに比べ、あく
び誘発作用が弱かったと考えられる。 
	 次に、あくび伝染頻度と関連の強い変数を
特定するため、一般化線形モデルによる分析
を行った。従属変数はあくび伝染頻度、説明
変数は TCI-Rの気質４因子（新奇性追求、損
害回避、報酬依存、固執）と性格３因子（自
己志向、協調志向、自己超越）の各得点、情
動伝染尺度得点、睡眠時間、ならびに起床後
の経過時間であった。 
	 分析の結果、あくび伝染頻度に対して、自
己受容に関する性格因子「自己志向」が正の
関係（p< .01）、他者受容や共感性に関する性
格因子「協調志向」が負の関係を有意に示し
ていた。さらに「情動伝染」との正の関係も
有意であった（p< .001）。それ以外の変数の
効果はいずれも有意ではなかった。 
	 研究２では、協調志向が低い人ほど、あく
び伝染が生じやすいという負の関係が示さ
れた。この結果は、共感性との正の関係を示
すこれまでの先行研究の結果と食い違うよ
うにも見えるが、その一方で、情動伝染傾向
との間には正の関係が認められた。したがっ
て、共感性はあくび伝染に対して単に促進的
作用を持つわけではなく、より複合的な作用
を持つ可能性が示された。 
	 また、自己志向性が高いほど、あくびが伝
染しやすい傾向も認められた。この結果から、
（共感性などの）他者志向の要因に加えて、
これまであまり注目されてこなかった（自己
受容性などの）自己志向の要因もまた、あく
び伝染に関与している可能性が示された。 
 
研究３：あくび伝染と気質・性格、情動伝染

の追加検討 
	 あくび頻度を比較した結果、統制条件
（M=0.4）よりもあくび条件（M=1.3）のほう
があくび頻度は有意に多かった（p<.0001）。 
	 次に、あくび伝染に関与する変数を検討す
るため、一般化線形モデルを用いて分析した。
従属変数はあくび伝染頻度、説明変数は
TCI-Rの各得点、情動伝染尺度得点であった。
その結果、TCI-R の気質因子「報酬依存」と
の負の関係、性格因子「自己志向性」との正
の関係が有意であった。 
	 さらに、研究２の実験データも統合し、計
156 名のデータについて再分析を行った。分
析の結果、「情動伝染」、「自己志向性」との
正の関係が有意であり、「報酬依存」との負
の関係が有意であった（表２）。 
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表２ あくび伝染頻度と TCI-R の各変数、情
動伝染の関係（研究３） 

 
	 以上をまとめると、誘発手続きの違いによ
らず、あくび伝染が多い人ほど、情動伝染傾
向が高い一方で、（共感性に関与する）報酬
依存が低いという、一見すると相矛盾するよ
うな結果が得られた。研究２においても、協
調志向が低い人ほどあくび伝染が多いとい
う負の関係が認められている。 
	 共感性や社会性があくび伝染に促進作用
を持つことは、これまで多く報告されてきた
が、近年、逆に抑制的作用を持つ可能性も占
めされている。たとえば、他者の存在（Gallup 
et al., 2016）や、共感性に関与するオキシトシ
ンの鼻腔呈示（Gallup et al., 2015）によって、
あくび伝染が抑制されることが報告されて
いる。すなわち、社会性や共感性が高まるほ
ど、社会的に不適切な行為とみなされるあく
びが抑制される可能性がある。本研究の結果
は、このような社会性や共感性がもたらす、
あくび伝染の促進効果（情動伝染）と抑制効
果（報酬依存）の拮抗的関係を反映していた
と考えられる。 
 
	 本研究では、あくび伝染の生じやすさの個
人差を包括的に検討するため、特性５因子
（NEO-FFI）、気質・性格（TCI-R）、ならびに
情動伝染傾向とあくび伝染の関係を実験的
に検討した。その結果、NEO-FFIの「外向性」
TCI-Rの性格因子「自己志向性」、ならびに「情
動伝染傾向」が高い人ほど、また NEO-FFI
の「誠実性」および TCI-Rの気質因子「報酬
依存」が低い人ほど、あくび伝染が生じやす
い傾向にあることが明らかとなった（図２）。 
	 あくび伝染と共感性の関係については、こ
れまでも数多く報告されており、同様の促進
作用は本研究でも示された（情動伝染傾向）。
ただし、その一方で共感性が抑制作用を有す
る可能性も示された（報酬依存）。このよう
な共感性がもたらす促進的作用と抑制的作
用の拮抗的関係は、あくび伝染に特有のもの
と考えられる。今後のさらなる研究展開が期
待される。 
	 さらに、他者への興味関心の強さ（外向性）
に加えて、自己への志向性の強さ（自己志向
性）もまた、あくび伝染に促進的に作用する
可能性も本研究では示唆された。このような
知見は、これまであまり注目されてこなかっ
た観点であり、今後のあくび伝染研究におい
て有益な観点となることが期待される。 

 
図２ あくび伝染に関与する気質・性格要因 
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